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   中小企業における 

   IT 人材の確保と育成 

 

 

 感染症流行などの要因に伴い中小企業に
おけるデジタル化の推進が求められる中、IT
ツールの活用や情報システムの導入を企画、
推進、運用する IT 人材の確保と育成が求めら
れます。以下で、中小企業庁編『中小企業白
書 2021 年版』において実施されたアンケート
調査に基づき、中小企業における IT 人材の
確保・育成の現状と課題についてみていきま
しょう。 
 
 IT 人材の確保状況を IT 人材のタイプ別に
みると、「確保できていない」と回答した企業の
割合は、デジタル化の取組み全体を統括でき
る人材で 55.2％、IT ツール・システムを企画・
導入・開発できる人材で 57.0％、IT ツール・ 
システムを保守・運用できる人材で 46.6％と 
なっており、多くの中小企業が IT 人材を確保
できていないことがわかります。 
 
 IT 人材の確保における課題を回答割合の
高い順にみると、「IT 人材を採用・育成する体
制が整っていない（57.1％）」、「IT 人材に向け
た魅力的な処遇を設定できない（30.6％）」、
「人材難により IT 人材を採用できない
（25.8％）」となっており、とくに IT 人材を採用・
育成するための体制面での課題を抱えている
ことがわかります。 
 
 IT 人材の確保方法及び育成方法について
みると、確保方法については、「既存社員の
育成」と回答した割合が IT 人材のタイプに関
わらず最も高くなっています。また、育成方法
については、「基本的に社員の主体性に任せ
ている」と回答した割合が IT 人材のタイプに
関わらず最も高くなっており、体系的な育成 

制度が十分に整っていないことが推察されます。 
 
 このように多くの中小企業が IT 人材を確保できて 
いないことに加え、IT 人材を育成する体制が整えら
れていない状況にあるのです。 
 
 では、中小企業では IT 人材の確保と育成が具体的
にどのように行われているのでしょうか。そこで『中小
企業白書 2021 年版』において、IT 人材の確保により
IoT 事業の開発体制を構築し新規事業への参入を 
実現した企業の事例として取り上げられた、株式会社
木幡計器製作所（大阪府）の取組みについてみてい
きましょう。 
 
 株式会社木幡計器製作所は、1909 年創業の圧力
計専業メーカーです。同社社長は、管理コストを抑え
つつ安全性の確保を実現したいユーザー企業側の
潜在的なニーズを発見し、IoT システムで管理するこ
とで、これまで独立していた工業計器のネットワーク
化と遠隔での保全管理が可能になると考えました。 
しかし、IoT 関連製品の新規事業開発に向けて、IT
人材の確保が課題となりました。 
 
 そこで同社は、大手電機メーカーから早期退職した
電子回路のベテラン設計者２名を採用、翌年には 
更に２名、大手企業出身の専門人材も加わりました。 
大手企業と同社では企業文化が異なることから、  
一体感を高めるきっかけとして朝礼後の清掃におい
て従業員をチームに分けて、社員間で意見交換する
機会を作りました。また、IoT 関連の展示会に出展す
る際に、中途採用メンバーとプロパー社員が一緒に
準備を進めることで、プロパー社員の知識が増えて
いきました。 試作開発や従来製品の不具合の場面
でもプロパー社員と中途採用メンバーが協力すること
で距離が縮まり、社内に IoT 製品開発に向けた土壌
が醸成されていきました。こうして「後付け IoT センサ・ 
無線通信ユニット」を開発するに至り、同社の主力製
品の一つにまで成長していきました。 
 
 このように IT 人材を確保した場合には、既存社員と
の融合がカギとなるのです。 
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